
ボートレース(競艇)　～ルールと基礎知識～ 
 
・ボートで着順を競うモータースポーツ 
　　選手になるためには国家試験である競艇選手資格検定に合格しなければならない。 
　　そのために、選手の希望者はボートレーサー養成所に入所して1年間の教育・訓練を受けま

す。費用は無料で、身長、視力、体重、年齢など条件もあります。 
 
・競艇場は全国24か所ある 
　　愛知県は常滑・蒲郡の2か所です。 
 

 
 
・選手はA1・A2・B1・B2に分けられる 
　　成績順にA1級、、、と4つのグループに分けられます。 
　　このグループを級別といい、級別は半年に1回の級別審査で更新されます。 
　　A1選手は選手全体の上位20％しかなれない一流選手です。 
 
・レースはSG・G1～G3・一般戦がある 
　　レースは格付けが高い順にSG・G1・G2・G3・一般戦の5つに分類されます。　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
　 
　SG競走は年に9回しか開催されないビックレースでA1級選手しか出場できません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



・レースの時間帯が4種類ある 
　　モーニング・デイ・ナイター・ミッドナイトの4種類です。 
　　　モーニング：8；30～14：30 
　　　デイ：10：30～16；30 
　　　ナイター：15：00～21：00 
　　　ミッドナイター：17：00～22：00 

（ミッドナイトは無観客で現地観客はできません。） 
 
・レースは基本的に6艇で行われる 
　　欠場などない限り、選手数は変わりません。 
　　選手の服や艇につける旗の色は順番ごとに決まっていて 
　１号艇：白　２号艇：黒　３号艇：赤　４号艇：青　５号艇：黄　６号艇：緑　です。 
 
・スタートはフライングスタート方式 
　　フライングスタートは助走しながらスタートすることで 

競艇のボートにはブレーキがなく、水面上で静止できないからです。　 
　　選手はスタートタイミングに合わせてスタートできるように助走を開始します。 
 
 

　　　　　　　　　　  
 
 
 
大時計が0を示してから1秒の間にスタートしないといけません。 
もし、0を示す前にスタートラインを越してしまうとフライング(F) 
逆に0を示してから1秒以内にスタートができないと出遅れ(L)となります。 
3回してしまうと一定期間レースに出られなくなります。 
 
 
 

大時計 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
・ボートレースは左回り3周！(1周600ｍ) 

レースはスタート後、1マーク、2マークの順番に 
左回りに3周して順位を決めます。 

 
 
 
・1つの開催は3～7日間で行われる 
　　競艇のレースは基本的に1日12レース行われて、1つの開催が連続した3～7日間で行われま

す。その期間全体のことを節といいます。 
 
 
・モーターは抽選で決まる 

レースで使用されるモーターやボートはそれぞれの競艇場が所有していて節ごとに抽選で決
められます。 
レースに出場する選手は、前検日（節の初日の前日）にモーター抽選を行います。　抽選で

決まったモーターは、事故などがない限り、その節の間は変更することができません。ただ

し、その節の間でも、選手自身がモーターを整備することは許されています。実力上位の選

手はモーターの整備力が高く、悪いモーターでも改善してくることがあります。 

 

参考文献https://kyoutei-navi.com/beginner/rule/ 


